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３．委託先は IT 業務委託契約においてリスク低減を目的に複数の対策を実施。委託先 

 

IT 業務託契約時に、委託元からのセキュリティに係る要求事項（責任範囲）に不明瞭な部分が残っ 

てしまう場合に、委託先がなんらかの対策を行っているかを調査したところ、主に、自組織内でリスク

を低減するための対策を実施していた。
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図３：委託先が実施している対策（複数回答） 

 

 

４．IT 業務委託契約時に責任範囲を記述している文書は“契約書”が最多。  委託元 

 

情報セキュリティに係る要求事項（責任範囲）をどんな契約内容文書に記載しているかを調査した

ところ、最も多いのは契約書であり、回答した委託元企業の 96.5%で用いられていた。 
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図 4：委託元がセキュリティに係る要求事項を記載した文書（複数回答） 
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